
令和６年１月
多治見警察署

速 度 取 締 り 指 針

〇事故態様の多くが追突事故であるため、その要因となる携帯電話等使用（使用、画像注視）の交通指導

取締りを強化します。

〇歩行者保護のために、歩行者妨害違反（横断歩道）の交通指導取締りを強化します。

〇白バイによる交通指導取締りも実施します。

国道19号は他の国道（３路線）に比べ交通

量が多いことからも人身事故が多く発生して

います。

人身交通事故は、交通量の多くなる午前６時の

通勤時間帯から午後８時までの間に148件(約

90%)の交通事故が発生しています。

多治見警察署の速度取締り重点

☆ 管内路線で最も多く人身交通事故が発生している国道19号を重点路線とします。

☆ 重点路線以外の場所であっても、速度取締りを実施します。
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人身事故発生状況(路線別）

多治見警察署管内における交通事故実態（令和３年１月～令和５年１０月）

その他の交通指導取締り要点
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国道１９号の人身事故発生状況（時間帯別）
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国道１９号における３市別の人身事故件数

※令和５年については１０月末現在の件数

重点路線 重点時間帯 区域 規制速度

国道19号 　6:00～20:00 全域 60km/h

国道１９号では令和３年３月

２２日に多治見市東町地内に

おいて交通死亡事故が発生し

ています。


